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精 子 か ら み た 問 題 点

 - とくに精液検査の正常値 と妊孕力の評価に関す る検討 - 
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   To determine the valuable factor for evaluating male fertility, a comparative study was done 
as to various seminal parameters between fertile and infertile groups. The fertile group consists 
of 57 proven fertile males and the infertile group consists of randomly chosen 67 infertile pa-
tients. Seminal parameters assesed were sperm concentration, motility, mean velocity, total sperm 
output, total motile sperm output, sperm morphology, acrosin activity and sperm penetration rate 
on zona-free hamster egg penetration assay (SPA). The infertile group was significantly different 
from the fertile group in every parameter except acrosin activity. However, the range of each 

parameter in the two groups overlapped each other. The diagnostic rate of each parameter, which 
is the percentage of an infertile male correctly diagnosed as infertile, was calculated by using 95 

  specificity threshold value of fertile males. The 95% specificity threshold values of sperm con-
centration, motility and % normal shaped sperm were 24.9 x 106/ml, 34.9% and 55%, respectively, 
and they could be acceptable for the normal limit of seminal parameters. The diagnostic rate 
was highest in penetration rate (72.4%). In other words, penetration rate is the most valuable 
factor in various parameters for making a distinction between fertile and infertile males. Sperm 
motility and mean velocity showed the next highest diagnostic rate. On the other hand, sperm 
concentration showed a poor diagnostic rate (36.8%). In addition, there was no significant cor. 
relation between penetration rate and any other seminal parameters. These results suggest that 
the SPA will be an essential test for evaluating male fertility and penetration rate may be a 
marker of male fertility in the treatment of male infertility. 

                                              (Acta Urol. Jpn. 34: 1959-1964, 1988)
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緒 言

男性の妊孕力(male fertility)は,精 子濃度や精

子運動率などの精液所見を中心に評価されてきた.無

精子症や精子にまった く運動性がない場合には,妊 孕

力がないと判定することに異論はない.し かし,そ の

ような極端な場合を除いて,一 般的な精液所見のみで

妊孕力を判定すると臨床上不可解な点も経験される。

何故ならば,大 きな問題点が2つ あるか らであ る.

その第一は,精 液所見の正常値が明確でないとい うこ

とである.精 子濃度を例にとっても,そ の正常値は

60×106/ml以 上 とか45×1061m1以 上な どと,施 設
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に より異なっている.少 なくともわが国では,統 一的

な見解はないように思われる.し かも,そ の正常値は

malefertilityと の関連において定められたものでは

ない,も う一つの問題点は,通 常の精液所見と,配 偶

者の妊娠成立を指標としての男性妊孕力とは,必 ずし

も一致しないということである.こ れは,男 性不妊の

診療にあたった経験のある医師であれば,必 ず実感し

ていると考xる.治Y`よ って精液所見が飛躍的に良

くな り,そ の結果,妊 娠が成立する場合はある.し か

し,精 液所見がなんらの改善を示さなくとも,あ るい

は,む しろ治療前 よりも悪化しているに もかかわ ら

ず,長 年の不妊が解消される場合も少なくないUこ

のような2つ の大きな問題点について検討 してみた。

すなわち,malefertilityの 評価とい う面から,種 々

の精子パラメータの正常限界値の把握と,よ り妊孕力

を反映する,言 い換xれ ば不妊診断的価値の高い精子

パラメータの検索を試みた.

対象および方法

上記の目的のため,妊 孕力が正常と考えられる正常

男性群(正 常群)と,不 妊男性群(不 妊群)と の精子

パラメータを比較した.正 常男性は,過 去に不妊エピ

ソードがなく配偶者が妊娠中,あ るいは最近1年 以内

に児を得ているものとした.ま た不妊群は不妊期間が

2年 以上の不妊患者から無作為に抽出した.た だし,

配偶者に明らかな不妊原因のあるもの,お よび無精子

症例は除外した.正 常群は57名(27～37歳),不 妊群

は67名(26～46歳)を 対象とし,そ れぞれ72お よび87

検体の精液について各種の精子パラメータを比較検討

した.検 討した精子パラメータの種類とその測定方法

は,以 下のとお りである.精 子濃度,精 子運動率およ

び平均精子運動速度は当科で開発した,マ イクロコン

ピューターを使用した自動精液分析装置Bilcvelpic-

tureprocessingsystem2)セ こより客観的に測定した.

総精子数は精液量と精子濃度から,総 運動精子数は精

液量,精 子濃度と精子運動率から,そ れぞれ計算によ

り求めた.正 常形態精子率はパパニコロウ染色,精 子

アクロシン活性はBAEE!ADH法3)に よった.ま た

精子授精能を評価 しうるとされている,透 明帯除去ハ

ムスター卵を使用した精子侵入試験spermpenetra-

tionassay(以 下SPA)を 行い,精 子侵入率(penc-

trationrate)を パ ラメータとした.SPAの 手技はす

でに報告してあるので4)省略するが,精 子侵入率とは,

SPAに 用 いたノ・ムスター卵の何%に 精子侵入がみら

れたかを示す.精 子侵入の有無はノマルスキー微分干

渉顕微鏡で観察し,卵 内に尾部をともなった膨化精子

頭部または雄性前核を認めた場合に陽性と判定した・

結 果

正 常群,不 妊 群 に おけ る精 子 濃 度 の 分 布 を,Fig.1

に 四 分 位法 で 示 した.正 常 群 の 最 低 は18×106!m1,

中 央値 は80×108/mlで,25～75percentileの 平 均

的 な 中央 の半 数 の症 例 は,62～104×106/mlの 間 に分

布 して い た.不 妊 群 で は 中央 値 は32,9×106で25～
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Z5percentileの 症例は17・7～57・7×106/mlに 分布

していた.群 間でみれば,不 妊群は有意に精子濃度が

低いが,両群の測定値は大きく交錯 していた.精子運動

率の分布(Fig.2)も 同様で,不 妊群が有意に低いが,

両群の測定値には交錯がみられる.平 均精子運動速度

についても同様の結果で あった(Fig.3),精 子侵入

率は,正 常群では13～100%に 分布し中央値は68%,

不妊群では0～100%に 分布 し中央値は11%で,後 者

で有意に低かった(Fig.4),こ の 他,総 精子数と総

運動精子数および正常形態精子率も同様に両群間に有

意差を認めたが,ア ク貢シン活性のみは両群間に差が

なかった,以 上のようにアクロシン活性以外は,正 常

群,不 妊群で有意差を認めたが,そ の測定値は交錯し

ていた.そ こで,ど のパラメータが妊孕力と最も関連

するかを,各 パラメータの正常群の95%特 異性閾値yc

おける不妊診断率の比較から検討 した.精 子侵入率の

場合でいえば(Fig.5),正 常群の95%特 異性閥値す

なわち正常群の95%の 症例を正常と判定するための閾

値は24%で あ り,こ の閾値よりも低い精子侵入率の不

妊症例は不妊群の72%に あたる,し たがって正常群の

95%特 異性閾値における不妊診断率は72%と なる.各
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精子パラメータの不妊診断率はFig.6に 示 したが,

精子侵入率が最 も高く,つ いで精子運動率,平 均精子

運動速度が高い診断率で あった.精 子濃度(36。8%)

をは じめ,他 のパラメータの不妊診断率は低かった.

言い換えれば,精 子侵入率が妊孕力を最も反映するパ

ラメータであり,つ いで精子の運動性に関するパラメ

ータが妊孕力を良く反映するが,精 子の数に関するパ

ラメータは妊孕力との関連が少ないという結果であっ
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Seminalparameters 95$specificity _100$specificity

spermconcentration

(x10°/ml)

spermmotility(8)

meanspermvelocity

(pm/sec)

totalspermoutput

(x70°/ejaculate)

totalmotilesperm
output(x10°/ejaculate)

Bnormalshapedsperm
`旬

penetrationrateo
nSPA(8)

acrosinactivity
(mU/10°sperm)

24.9

34.9

zi.⊃

72.9

24.9

55.0

Z4

u.9

17.9

26.8

20.4

53.9

21.9

YO.6

iz

u.i

11号1988年

た.各 精子パラメータの正常群における95%特 異性閾

値は,精 子濃度が24.9×106!ml,精 子運動率が34.9

%,正 常形態精子率は55%な どとなっていた(Table

l).つ ぎに,最 も妊孕力を反映するパラメータである

精子侵入率と,他 のパラメータとの相関について検討

してみた.不 妊群における精子濃度と精子侵入率との

相関は,Fig.7に 示 したようにまったくみとめ られ

なかった.そ の他のデータは割愛するが,不 妊群,正

常群のいずれにおいても,精 子侵入率は他のどのパラ

メータとも明らかな相関は示さなかった.つ ぎに乏精

子症(こ こでは精子濃度20×1061皿1未 満とした)症

例について,精 子運動率とSPAの 関連をみた(Fig.

8),わ れわれは精子侵入率が10%未 満 の場合にSPA

が異常としているが,乏 精子症46例 中20例(43.5%)

が異常を呈した.こ のうち10×106以 上20×106/ml

未満の軽度乏精子症と10×106未 満の高度乏精子症

のSPA異 常率は,そ れ ぞれ43.8%(7116),43.3%

(13/30)と 差を認めなかった.こ れに対して精子運動

率が40%以 上 と良好な症例群,10%以 上如%未 満の症

例群,10%未 満 と不良な症例群におけ るSPA異 常

率は,そ れぞれ22.2%(2!9),40.0%(9/22),60.o%

(9!15)と 運動率が不良になるに したがって高 くな

り,40%以 上 と10%未 満 の症例間には有意差が認めら

れた.乏 精子症症例についてみれば,精 子侵入率は精

子運動率にある程度の関連があるが,精 子濃度とまっ

たく関連しないとい う結果であった.ま た原因不明

不妊夫婦の夫および精子無力症(精 子濃度20×106以

上,精 子運動率40%未 満)に おけるSPA異 常率は,

それぞれ22.2%(8/36),30,7%(8126)で あ った・
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Table2:Normallimitsofsemenanalysis

refヒred丘o瓢re飴rence5)

の検討が必要と考えている.

Asemensamplewasconsiderednomlal

ifallthefollowingconditionsweremet:

Spermaro:oa

Concentration
Motility
Morphology
Viability
Agglutination

SeminalAuid

>20x106/ml
>_40%progressivelymotile
Z50%normal(ideal)forms
>_60%live
no

Normalappearance

Normalviscosity

Lessthan106WBCs/ml

考 察

欧米においては精液検査の正常値は,一 般的に精子

濃度20x105以 上,運 動率40%以 上,正 常形態精子率

50%以 上などとされている5)(Table2),今 回の正常

群の95%特 異性閾値の成績が上記の値と良く近似して

いたことからみて,わ が国においても精液検査の正常

値はほぼ同一と考えられる.精 液検査の正常値につい

ての関係学会の統一的見解の確立が望まれる.し かし

いずれにしても,従 来の一般的な精液検査のみでは,

妊孕力の評価はなしえない.今 回の成績ではSPAに

おける精子侵入率が最も妊孕力を反映 し,従 来の精液

検査とは明らかな相関を示さないユニークなパラメー

タであった.Albertsenら6)も 同様の検討から,精 子

侵入率の不妊診断率が最 も良好で,精 子濃度は不良で

あったとしている.SPAは 授精に関する精子機能,

すなわち,運 動性,capacitation,acrosomereaction,

卵細胞膜との融合性について評価可能とされている.

しかし,精 子の子宮頸管粘液の通過性,女 性性器内で

の上昇,穎 粒細胞層,透 明帯通過能については評価で

きない,こ の点からも,精 子濃度や精子運動率などの

従来の精液検査の価値をまったく否定するものではな

い.と はいうものの今回の成績か ら考xる と,SPA

は従来の精液検査と比較 して,男 性不妊の治療経過の

より有力なマーカーとなりうる可能性がある,し たが

って妊孕力を評価するうえでSPAは 是非おこなうべ

き検査と考える.し かし,SPAは 決 して簡単な検査

法ではなく,熟 練と時間を要するので,ル ーチーン検

査とするのは困難である.妊 孕力をよく反映し簡便に

おこなz.る,SPAに 代わりうる検査法の確立が望 ま

れる.た とえ.ばhypoosmoticswelling(HOS)test

が,SPAと よく相関するという報告7)も み られるの

で,今 後このようなspermfunctiontestに ついて

結 語

1963

妊孕力を有する正常男性群(正 常群)57名 と不妊男

性群(不 妊群)67名 につ いて,種 々の精子パラメー

タを比較 した.精 子濃度,精 子運動率,総 精子数,

総運動精子数,平 均精子運動速度,正 常形態精 子率

および透明帯除去ハムスター卵を用いた精子侵入試験

(SPA)に おける精子侵入率は,そ れぞれ両群間に有

意差を認めた.し かし両群の各パラメータの測定値は

交錯 してお り,す ぺてのパラメータが正常男性と不妊

男性の鑑別に有用というわけではない.正 常値の各パ

ラメータの95%特 異性閾値における不妊診断率の比較

では,精 子侵入率が72.4%で 最 も良好であった.つ い

で精子運動率,平 均精子運動速度の順に良好であった

が,精 子濃度の不妊診断率は36.8%と 低かった.ま た

精子侵入率は他のパラメータと明らかな相関を しめ

さなかった.SPAは 妊孕力を最もよく反映 し,不 妊

治療上,従 来の精液検査よりも有力なマーカーとなり

うる検査と考えられた.ま た正常群の95%特 異性閾値

は,精 子濃度24.9×106/m1,精 子 運動率34.9%,正

常形態精子率55%で あ ったが,こ れらを正常限界値と

して大きな矛盾はないと考える.
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